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がっこう⇔ゲンビ おでかけバスがっこう⇔ゲンビ おでかけバス（2月10日／現代美術館）（2月10日／現代美術館）
　　スタンディング・ウーマン（ロン・ミュエク作）を見上げスタンディング・ウーマン（ロン・ミュエク作）を見上げ
る西小学校（高松純一校長）４年生（詳しくは17ページ）る西小学校（高松純一校長）４年生（詳しくは17ページ）
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十和田市十和田市体育、スポーツに関する表彰体育、スポーツに関する表彰
平成27年度

　この表彰は、本市の体育、スポーツの振興に功績のあったかたや、各種スポーツ大会で優秀な成績を収め
たかたに贈られます。 問スポーツ・生涯学習課スポーツ振興係☎722317

【
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般
個
人
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畑
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郁
子
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小
笠
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（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

【
生
徒
個
人
】

福
士 

超
文
（
馬
術
）

漆
舘 

伊
皇
（
硬
式
野
球
）

【
一
般
団
体
】　

北
里
大
学
獣
医
学
部
躰た
い
ど
う道
部

【
生
徒
団
体
】

三
本
木
農
業
高
校
相
撲
部

三
本
木
農
業
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

ス
ポ
ー
ツ
賞

体
育
功
労
賞

松
ま つ だ

田  邦
く に こ

子さん
（65歳）

市スポーツ推進委員
協議会副会長

　

長
年
に
わ
た
り
、
本
市
の
体
育
指
導
委

員
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
並
び
に
ス

ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員
と
し
て
、
体
育

教
師
の
経
験
と
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
、

特
に
市
民
生
活
に
密
着
し
た
軽
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
市
民
の
健
康
増
進
と
基
礎
体
力

の
向
上
の
た
め
に
、
楽
し
み
な
が
ら
ス

ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
や
感
動
に
よ
る
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
に
貢
献
し
た
。

小
おが わ

川  堅
けんいち

一さん
（90歳）

市ゲートボール協会
副会長兼事務局長

　

平
成
８
年
か
ら
旧
十
和
田
湖
町
お
よ
び

上
北
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の
事
務
局
と

し
て
、
さ
ら
に
平
成
17
年
に
新
十
和
田
市

と
な
っ
て
か
ら
は
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

副
会
長
兼
事
務
局
長
と
し
て
、
現
在
に
至

る
ま
で
会
員
の
指
導
・
育
成
、
協
会
の
運

営
に
尽
力
す
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
、

本
市
に
お
け
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
と

発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

【
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澤
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ス
キ
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畑
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ボ
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グ
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、
角
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（
少
林
寺
拳
法
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下
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樹
（
卓
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、
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【
生
徒
個
人
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清
水
目 
咲
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（
レ
ス
リ
ン
グ
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斗
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未
来
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
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三
浦 

駿
（
硬
式
野
球
）

勝
山 

拓
海
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

大
川 

剛
（
自
転
車
）

川
田 

倫
平
、
布
施 

健
太
朗
、

小
山
田 

桜
（
少
林
寺
拳
法
）

【
生
徒
団
体
】

三
本
木
農
業
高
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
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三
本
木
高
校
少
林
寺
拳
法
部

十
和
田
工
業
高
校
ボ
ウ
リ
ン
グ
部

優
秀
選
手
賞

【
一
般
個
人
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岸 

恵
理
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（
弓
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扇
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リ
エ
、
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光
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（
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
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工
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伸
行
（
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
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音
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勇
一
、
瀧
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陽
平
、
新
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成
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、

宮
地 

寿
子
、
杉
山 

幸
雄
、
清
水
目 

基
、

都
築 

一
雄
（
水
泳
）

芳
賀 

一
博
、
櫻
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秀
子
、
鈴
木 

辰
也
、

鈴
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眞
弓
、
佐
々
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、
瀧
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義
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佐
々
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あ
さ
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、
晴
山 

薫
、
鶴
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陸
上
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久
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健
次
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荒
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智
以
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荒
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隆
史
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畑
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智
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ス
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寛
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鹿
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育
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硬
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テ
ニ
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下
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（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

附
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美
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、
小
笠
原 

法
人

（
少
林
寺
拳
法
）

櫻
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晴
夫
、
八
重
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千
鶴
子
（
卓
球
）

藤
井 

康
弘
（
空
手
道
）

中
沢 

綾
香
、
中
沢 

瞳
（
馬
術
）

【
生
徒
個
人
】

工
藤 

優
羽
、
織
田 

宗
汰

（
少
林
寺
拳
法
）

小
山
田 

ひ
か
り
、
山
田 

奈
桜

（
な
ぎ
な
た
）

【
一
般
団
体
】

十
和
田
市
柔
道
協
会

十
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田
市
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ー
ト
ボ
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ル
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会

十
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ボ
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・
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ェ
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木
高
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ボ
ー
ル
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茂
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▼
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ボ
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久
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10
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ボ
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ボ
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ク
ゴ
ル
フ
）

晴
山 
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鶴
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（
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上
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和
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、
工
藤 

英
樹
、

山
田 
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行
、
北
上 

守
（
サ
ッ
カ
ー
）

田
中 

貞
子
（
卓
球
）

若
宮 

美
幸
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

畑
山 

郁
子
、
小
笠
原 

瞳

（
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）

中
沢 

瞳
（
馬
術
）

特
別
賞

２月11日に表彰式が行われました
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市役所からのお知らせ



平
成
27
年
度

十
和
田
市
農
業
賞

十
和
田
市
農
業
賞

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
分
野
に
お
い
て
、
生
産
性
の
高
い
経
営
を
実
践

す
る
な
ど
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
ま
す
。

問
農
林
畜
産
課
☎
51
６
７
３
６

引
っ
越
し
な
ど
の
手
続
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

窓
口
の
時
間
延
長
を
行
い
ま
す

■
市
民
課
☎
51
６
７
５
５

▽
住
民
異
動
届
の
受
け
付
け
（
転
入
・
転

　

出
・
転
居
）

▽
各
種
証
明
書
の
交
付
（
住
民
票
、
戸

　

籍
）

▽
印
鑑
登
録
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付

▽
国
民
年
金
の
資
格
に
関
す
る
手
続
き

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発
行

■
税
務
課
☎
51
６
７
６
５

▽
所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書
の
交
付

▽
原
付
バ
イ
ク
な
ど
の
標
識
交
付
・
返
納

　

の
受
け
付
け

■
国
民
健
康
保
険
課

　

☎
51
６
７
５
０　

☎
51
６
７
５
２

▽
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
手
続
き

■
福
祉
課
☎
51
６
７
１
７

▽
児
童
手
当
の
手
続
き

▽
児
童
扶
養
手
当
の
手
続
き

▽
子
ど
も
医
療
給
付
の
手
続
き

▽
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
給
付
の
手
続
き

■
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
２
６

▽
犬
の
登
録
、
転
入
、
転
出
手
続
き

▽
交
通
災
害
共
済
加
入
、
脱
退
手
続
き

■
高
齢
介
護
課
☎
51
６
７
２
２

▽
介
護
保
険
の
資
格
取
得
、
喪
失
の
手
続

　

き
▽
要
介
護
認
定
者
の
転
入
継
続
の
受
け
付

　

け
※
取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務
が
一
部
あ
り  

　

ま
す
。
詳
し
く
は
各
課
へ
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
内
容
に
よ
っ
て
は
、
後
日
あ
ら

　

た
め
て
お
い
で
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

　

ま
す
。

※
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　

な
ど
本
人
確
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ

　

い
。

　

長
年
、
深
持
転
作
組
合
組
合
長
と
し
て
、
農
業

機
械
の
共
同
利
用
と
農
産
物
加
工
の
取
り
組
み
を

推
進
し
、
集
落
の
営
農
活
動
を
け
ん
引
し
た
ほ
か
、

深
持
財
産
区
議
長
、
上
十
三
地
区
森
林
組
合
副
組

合
長
を
歴
任
し
、
森
林
整
備
を
通
じ
て
本
市
の
林

業
振
興
に
貢
献
し
た
。
ま
た
、
野
菜
生
産
農
家
と

し
て
、
特
に
、
ハ
ウ
ス
軟
白
ネ
ギ
・
露
地
ネ
ギ
の

ブ
ラ
ン
ド
ネ
ギ
生
産
を
主
体
に
、
収
益
性
の
高
い

農
業
経
営
を
実
践
し
て
い
る
。

中
なかのわたり

野渡　哲
て つ お

男 さん
71歳・深持字山ノ下

　

長
年
、
Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
果
樹
振
興
会
会

長
、
青
森
県
り
ん
ご
協
会
理
事
、
日
本
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
協
会
理
事
を
歴
任
し
、
本
市
の
果
樹
振
興
に

貢
献
し
た
。
ま
た
、
大
竹
農
園
代
表
と
し
て
、
安

全
で
美
味
し
い
果
実
の
生
産
に
努
め
る
ほ
か
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
行
い
な
が
ら
農
産

物
の
通
信
販
売
や
観
光
農
園
の
展
開
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
法
で
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
おおたけ

竹　光
み つ お

雄 さん
73歳・米田字種原
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3/30
水

4 / 1
金
午
後
６
時
ま
で

3/31
木

◆
市
民
課
の
窓
口
は
、
一
年
を
通
し
て

　

月
・
金
曜
日
に
午
後
６
時
ま
で
の
時
間

　

延
長
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
種
証
明
書

　

の
交
付
（
住
民
票
・
戸
籍
・
印
鑑
証

　

明
・
年
金
現
況
証
明
）
を
行
っ
て
い
ま

　

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市役所からのお知らせ
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市役所からのお知らせ

マイナンバーの利用が始まっています

マイナンバー総合フリーダイヤル　☎０１２０－９５－０１７８
午前９時30分～午後10時（土日・祝日は午後５時30分まで）
◆マイナンバー制度の詳細はホームページでもご覧になれます。　 検索政府広報

問カードについて　市民課住民記録係☎51６７５５
　制度について　　総務課行政総務係☎51６７１９

　平成28年１月から社会保障や税の手続きでマイナンバーの利用が開始され、申請書な
どへのマイナンバーの記入や提示が必要となっています。

市役所でマイナンバーが必要となる主な手続き

　暮らし

▪転入、転出、転居などの届出
▪戸籍届出の氏名などの変更
※これらの手続きは、カードの記載事項の変更
　が必要となるため、異動者全員の通知カード
　またはマイナンバーカードをお持ちください。

　介護・福祉

▪介護保険に関する手続き
▪障害者手帳、障害福祉サービスなどの手続き
▪戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の請求
▪保育所の入所手続き
▪児童手当、児童扶養手当の手続き
▪生活保護の申請　など

　税金

▪市・県民税申告書の提出（※）
▪給与支払報告書の提出（※）
▪各税目の減免申請の手続き　など
※平成28年分以降の所得に係る申告から適用されます。

　保険・医療　　　

▪国民健康保険の資格・給付に関する手続き
▪後期高齢者医療の資格・給付に関する手続き　など

　住まい　　　

▪市営住宅に関する手続き　など

手続きに必要な持ち物
　手続きの際には、マイナンバーの提示のほ
か、なりすましを防ぐために本人確認を行い
ますので、次のものが必要です。

マイナンバーの提示

本人確認

通知カードまた
は個人番号付き
の住民票

運転免許証または
パスポートなど

※公的機関が発行した顔写真付きのもの１つ、または
　顔写真のないものであれば健康保険証や介護保険証、
　年金手帳、預金通帳など２種類以上

マイナンバーカードは、それだけで
マイナンバーの提示と本人確認を行
うことができます

※代理人が手続きする場合
　に必要なものは、各課へ
　お問い合わせください。

※市役所での手続き以外に、税務署やハローワーク、勤務先、契約先、金融機関、証券会社、生命保険会
　社などからマイナンバーの提示を求められることがあります。

ママ

※詳細については各担当課へお問合せください。

または
マイナンバーカード



問政策財政課地方創生戦略係 ☎516712
地方創生地方創生まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと

市の人口減少に対する取り組みを紹介します（後編）
　人口減少は、転出者数が転入者数を上回る社会減と、死亡数が出生数を上回る自然減の２つに分けられます。
　市人口ビジョンでは、出生数に関する指標として、平成52年の合計特殊出生率（１人の女性が一生に産む子供の平
均数）を2.08にすることを目標としました。
　今月号では、市まち・ひと・しごと創生総合戦略で取りまとめた人口減少対策のうち、主に自然減に対する取り組
みを紹介します。

数値目標（平成26年➡31年）
・合計特殊出生率　1.44 ➡ 1.54 
具体的な取り組み
・出会い・結婚の支援
　　出会い・結婚に希望と喜びを持てる社会的気運を醸成し支援活動を推進します。
・安心して子どもを産み育てられる環境づくり
　　子どもたちが健やかに育つよう、子育て家庭に対する支援の充実を図ります。

基本目標３　若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる　～十和田ではぐくもう人間愛を～

出会いから結婚、妊娠から出産、子育てに至るまで切れ目のない一貫した支援をします

　２月１日、休屋地区に地域おこし協力隊の山下晃
平さんが着任しました。学生時代にまちづくりの活
動経験がある山下さんは「観光客の目線で楽しめる
ところを見つけ出し、体験に結び付けてまちおこし
のお手伝いをしたい」と話します。
　宇樽部地区に居住し、十和田湖観光交流センター
『ぷらっと』を拠点に活動します。
　自ら名乗りを上げて十和田のまちづくりに参加す
る若い隊員を、よろしくお願いします。

数値目標（平成26年➡31年）
・介護保険制度の要支援１、２のかたの維持・改善率　88.4% ➡ 92.0%以上
具体的な取り組み
・市民一人ひとりの健康づくりの推進
　市民がより良い健康習慣を身に付けるための取り組みを促進します。また地域ぐるみで高齢者を支
える取り組みを進めます。
・コミュニティの活性化
　地域の暮らしを支える自治組織の立ち上げや人材の育成などを図ります。

基本目標４　時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する
　　　　　　～十和田で育てよう地域愛を～

健康増進、高齢者の活躍の場づくりに加え、地域の暮らしを支える自治組織の立ち上げや
人材の育成などの基盤強化を目指します

5 広報　　　　　　　　2016年（平成28年）3月号

休屋地区・地域おこし協力隊員を紹介します
PROFILE
北海道札幌市出身。25歳。
弘前大学教育学部卒業。民
間企業を経て着任。在学中
に弘前市内６つの大学の学
生からなる学生委員会「い
してまい」に所属し、弘前
活性化の活動を展開した。

山
やました

下 晃
こうへい

平 さん



７ 広報　　　　　　　　2016年（平成28年）３月号

市役所からのお知らせ

主任介護支援相談員
（臨時）

勤務場所　
　地域包括支援センターなど
対象　
▶昭和26年４月２日以降に生まれた
　かた
▶主任介護支援専門員の資格を有す
　るかた
▶自動車運転免許（ＡＴ車限定可）
　を有するかた
▶パソコン操作ができるかた
業務内容　介護予防プラン作成、総
合相談、包括的・継続的ケアマネジ
メント支援事業など
募集人員　２人
勤務日　月～金曜日（祝日を除く）
勤務時間　午前８時30分～午後５時
15分
賃金　月額251,900円　賞与あり
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成28年４月１日から９
月30日（再任用する場合有り）
面接試験　３月22日㈫　午後３時
市役所本館３階第１委員会室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、資格を有することを証
明する書類の写し、自動車運転免許
証の両面の写し
申込期限　３月15日㈫
問地域包括支援センター☎703671

勤務場所　高齢介護課
対象
▶昭和26年４月２日以降に生まれた
　かた
▶保健師、看護師、社会福祉士、介
　護福祉士、介護支援専門員のいず
　れかの資格を有するかた
▶自動車運転免許（ＡＴ車限定可）
　を有するかた
▶パソコン操作ができるかた
業務内容　介護認定調査業務、その
他高齢者支援に関する業務
募集人員　２人
勤務日　月～金曜日（祝日を除く）
勤務時間　午前９時15分～午後４時
※午前８時30分～午後４時45分の間
でシフト勤務をする場合があります
報酬　月額157,400円
　　　社会保険、雇用保険加入
任用期間　平成28年４月１日から１
年（再任用する場合有り）
面接試験　３月22日㈫午後３時
市役所本館３階第１委員会室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、資格を有することを証
する書類の写し、自動車運転免許証
の両面の写し
申込期限　３月16日㈬
問高齢介護課☎516722

介護認定調査員
（非常勤）

市立中央病院医療職職員・
理学療法士（臨時・非常勤）

期間業務職員・

勤務場所　市民交流プラザ「トワーレ」
対象　▶昭和26年４月２日以降に生まれたかた
　　　▶高等学校卒業以上のかた
業務内容　市民交流プラザの使用申し込み受け付け、来館者および電話へ
の対応、パソコンデータ入力、機械設備の操作、プレイルームの管理、館
内外施設管理など
募集人員　11人程度
勤務日　月22日程度（土日祝日の勤務有り）
勤務時間（シフト制）　
①午前８時30分～午後３時　②午前９時～午後３時30分
③午前10時～午後４時30分　④午前11時30分～午後６時
賃金　１時間760円
任用期間　平成28年４月１日から平成29年３月31日のうち11カ月の期間
面接試験　３月11日㈮午後３時　市民交流プラザ多目的研修室３　
提出書類　履歴書（市販のものに顔写真貼付）
申込期限　３月９日㈬
問市民交流プラザ☎585670　〒034─0011十和田市稲生町18─33

対象　
▶昭和26年４月２日以降に生まれた
　かた
▶理学療法士の資格を有するかた
業務内容　入院患者のリハビリテー
ション業務
募集人員
理学療法士　２人程度
①臨時職員、②非常勤職員
勤務日
①月～金曜日
②週５日程度（勤務曜日は相談に応
じます）
勤務時間
①午前８時30分～午後５時
②午前８時30分～午後５時の間で１
日３～５時間程度（勤務時間帯は相
談に応じます）
賃金・報酬　
①日額7,900円～9,700円（経験によ
り決定します）
②時給1,200円
いずれも通勤手当有り
任用期間
①平成28年４月１日～９月30日
②平成28年４月１日から１年間
いずれも再任用の場合有り
面接試験　３月18日㈮午後２時
中央病院別館２階会議室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、理学療法士資格免許の
写し
申込期限　３月16日㈬
問中央病院業務課☎㉓5121
　　内線3221

市民交流プラザ職員（パートタイマー）

2016年（平成28年）３月号　広報 ６

市役所からのお知らせ

非常勤職員等募集 （その 1）
対象　
▶市内に住所を有するかた
▶昭和26年４月２日以降に生まれた 
　かた
▶大型自動車運転免許を有するかた
業務内容　十和田湖小学校・十和田
湖中学校のスクールバスの運行（原
則として月～金曜日の登校・下校）、
学校の教育活動などにおける運転業
務
募集人員　１人
勤務時間　登校・下校　午前６時30
分～８時30分、午後２時30分～７時
30分　その他臨時有り
報酬　登校・下校　日額8,500円
　　　臨時　時給1,210円
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成28年４月１日から１
年
面接試験　３月25日㈮午前10時
十和田湖支所２階交流室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、大型自動車運転免許証
の両面の写し
申込期限　３月18日㈮
問教育総務課☎722305

勤務場所
①十和田・六戸学校給食センター　
②十和田湖畔学校給食センター
対象　▶市内または六戸町に住所を
　有する昭和31年４月２日以降に生
　まれたかた
▶自動車運転免許（ＡＴ車限定可）
　を有するかた
業務内容　一般調理員（調理・洗
浄・清掃作業）
特定調理員（調理・洗浄・清掃作業、
危険性を伴う調理機器等の操作・洗
浄・保守点検及びコンテナ移動等重
量物運搬作業）
募集人員　①一般調理員１人、特定
調理員１人　②一般調理員１人
勤務日　月～金曜日
勤務時間　午前８時15分～午後５時
賃金　一般調理員　日額7,200円　
　　　特定調理員　日額9,300円
　いずれも社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成28年４月１日から１
年（うち、一定の期間を除く）
面接試験　３月22日㈫
十和田・六戸学校給食センター
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、自動車運転免許証の両
面の写し、宛名記入し82円切手を貼
付した封筒
申込期限　３月14日㈪
問十和田・六戸学校給食センター
☎㉓5375

スクールバス運転員
（非常勤）

学校営繕作業員
（期間業務）

十和田・六戸学校給食センター
（期間業務）

勤務場所　市内小中学校
対象　昭和26年４月２日以降に生ま
れたかた
業務内容　障害を有し、または介助
を要するなど特別な配慮を必要とす
る児童・生徒の学校生活の支援
募集人員　５人程度
勤務日　原則として週５日
勤務時間　１日５時間程度
※勤務校により変動有り。学校の長
期休業中は勤務なし
報酬　時給840円　社会保険なし、
雇用保険加入
任用期間　平成28年４月１日から１
年
面接試験　３月25日㈮午後１時30分
十和田湖支所２階交流室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）
申込期限　３月18日㈮
問教育総務課☎722305

勤務場所　教育総務課
対象　
▶昭和26年４月２日以降に生まれた
　かた
▶自動車運転免許を有し（ＡＴ車限
　定不可）、自家用車で通勤できる
　かた
▶営繕業務の経験者または営繕を得
　意とするかた
業務内容　市内小中学校の営繕業務
（木工製作・修理、屋根等塗装、樹
木伐採）など
募集人員　１人
勤務日　月～金曜日（祝日を除く）
勤務時間　午前８時30分～午後５時
15分
賃金　日額8,500円
　　　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成28年４月１日から１
年（うち、２月の１カ月間を除く）
面接試験　３月24日㈭午前９時
十和田湖支所２階交流室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、自動車運転免許証の両
面の写し
申し込み方法　３月16日㈬までに直
接持参してください
問教育総務課☎722304

勤務場所　市内小中学校
対象　▶昭和26年４月２日以降に生まれたかた
　　　▶児童生徒の教科指導を支援できるかた
業務内容　市内小中学校児童生徒の教科指導（国語、算数・数学、社会、
　　　　　理科、英語等）の支援
募集人員　若干名　※応募者を「派遣事業人材バンク」に登録し、必要に
応じて学校へ派遣します。
勤務日　年間45日～120日程度
勤務時間　１日３時間程度
謝礼　１日3,000円　
登録の有効期限　平成29年３月末日
提出書類　履歴書（市販のものに顔写真貼付）
申し込み方法　３月７日㈪～11日㈮に提出書類
と印鑑を直接持参してください
問指導課☎722309

アシスタントティーチャー（派遣事業人材バンク登録）

市役所からのお知らせ

特別支援教育支援員（非常勤）



期間業務職員・非常勤職員等募集（その 2）

勤務場所　４月～11月　十和田湖観
光交流センター「ぷらっと」
12月～平成29年３月　観光推進課
対象　
▶昭和26年４月２日以降に生まれた
　かた
▶自動車運転免許（ＡＴ車限定可）
　を有し、自家用自動車で通勤でき
　るかた
▶英語または中国語での日常会話が
　できるかた
業務内容　十和田湖観光交流セン
ターの施設管理業務、外国語を含む
観光案内・展示紹介業務、施設内の
環境整備・保全作業など
募集人員　１人
勤務日　週５日（土日祝日勤務有
り）
勤務時間　
　午前８時30分～午後５時15分
賃金　日額7,900円
　　　社会保険・雇用保険加入
　　　通勤手当有り　　　
任用期間　平成28年４月１日から１
年
面接試験　３月10日㈭午後１時30分
市役所本館２階会議室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付、英語または中国語会話が
できる旨明記）、自動車運転免許証
の両面の写し
申込期限　３月８日㈫
問観光推進課☎516771

市民の家職員
（非常勤）

十和田湖観光交流センター
（期間業務）

十和田湖観光交流センター
外国人対応（期間業務）

勤務場所　市民の家
対象
▶昭和26年４月２日以降に生まれた
　かた
▶自動車運転免許（ＡＴ車限定可）
　を有し、自家用自動車で通勤でき
　るかた
業務内容　温泉利用者等の受け付け、
施設管理など
募集人員　男性２人、女性１人
勤務日　週４～５日程度（土日祝日
勤務有り）
勤務時間
午前８時～午後２時45分
午後２時15分～午後９時
（この時間帯の２勤１休を基本とす
る）
報酬　日額4,800円
　　　雇用保険加入、通勤手当有り
任用期間　平成28年４月１日から１
年（再任用する場合有り）
面接試験　３月11日㈮午後１時30分
市役所本館２階会議室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、自動車運転免許証の両
面の写し
申込期限　３月９日㈬
問観光推進課☎516771

勤務場所　十和田湖観光交流セン
ター「ぷらっと」
対象　
▶昭和26年４月２日以降に生まれた
　かた
▶自動車運転免許（ＡＴ車限定可）
　を有し、自家用自動車で通勤でき
　るかた
業務内容　十和田湖観光交流セン
ターの施設管理業務、観光案内・展
示紹介業務、施設内の環境整備・保
全作業など
募集人員　１人
勤務日　週５日（土日祝日勤務有り）
勤務時間　
　午前８時30分～午後５時15分
賃金　日額7,000円　
　　　社会保険・雇用保険加入
　　　通勤手当あり　　　
任用期間　平成28年４月１日～11月
30日
面接試験　３月10日㈭午前９時30分
市役所本館２階会議室
提出書類　履歴書（市販のものに顔
写真貼付）、自動車運転免許証の両
面の写し
申込期限　３月８日㈫
問観光推進課☎516771

勤務場所　市営三本木霊園
対象　▶昭和26年４月２日以降に生まれたかた
　　　▶自動車運転免許（ＡＴ車限定不可）を有し、自家用自動車で通勤
　　　　できるかた
　　　▶刈り払い機技能講習を修了しているか、受講する意志があるかた
業務内容　三本木霊園維持管理作業、事務処理など
募集人員　２人（週２日勤務１人、週５日勤務１人）
勤務日　指定した日（土日祝日勤務有り）
勤務時間　午前８時30分～午後５時15分
賃金　日額7,000円　社会保険・雇用保険加入
任用期間　平成28年４月１日から１年（再任用する場合あり）
面接試験　３月16日㈬午前10時　市民交流プラザ多目的研修室３
提出書類　履歴書（市販のものに顔写真貼付）、自動車運転免許証の両面
の写し
申込期限　３月10日㈭
問まちづくり支援課☎516726

霊園管理人（期間業務）

市役所からのお知らせ

2016年（平成28年）３月号　広報 ８



とわだ産品情報 とわだ産品販売戦略課 検索問とわだ産品販売戦略課☎516743

十和田産品を使った
新商品をお披露目します

　２月３日、十和田富士屋グランドホールで、地域内連携によ
る６次産業化を促進するためのきっかけづくりとして『６次産
業化推進シンポジウム』を開催。約140人が参加しました。
　第１部では、『地域で取り組む６次産業化と地域伝統食品の
新たな価値創造へ～産地間連携と輸出に取り組むための課題
～』と題して、㈱テロワール・アンド・トラディション・ジャ
パン代表取締役の二

に へ い

瓶徹
とおる

さんが基調講演を行いました。
　第２部では、進行役に㈱パワフルジャパン十和田取締役の須田
憲和さん、パネリストに東北農政局食品企業専門官の高橋一

か ず し

志さ
ん、二瓶さん、㈱小原工業十和田香美工房の松田美穂子さん、国
産㈱代表取締役の影山恭

やすひで

英さんを迎え、『６次産業化の実践につ
いて』と題してパネルディスカッションを行いました。
　パネルディスカッションでは、商品の『価値』について、
「価値は心。心から生まれる商品は人を引き付けます。その価
値の核や軸となるものが何なのかを考えていくことが重要で
す」など活発な議論が展開され、聴講者はメモを取りながら熱
心に聞き入っていました。
　その後は、設けられた市内事業者による加工品のＰＲコー
ナーや相談コーナーで、試食をしたり、講師陣に相談をしたり
と、交流を図りながら連携の輪を広げました。

▲パネルディスカッションの様子（写真左から）
　進行役の須田さん、パネリストの高橋さん、二
　瓶さん、松田さん、影山さん

▲十和田産品の魅力を味わうＰＲコーナー

地域でつなぐ ６次産業化推進シンポジウム開催６次産業化推進シンポジウム開催

産
お

た
せ

を使使
ら

産品を産品を
知

　市の「買ってもらえる商品づくり支
援事業」で、誕生した新商品やブラッ
シュアップされた商品の完成お披露目
会を開催します。
※試食はなくなり次第終了します

とき　３月18日㈮
　　　午後１時30分～２時30分
ところ　市民交流プラザ

　２月３日から23日にかけて、保育園など市内35カ所で、十
和田産のゴボウとナガイモを提供する『とわだ育ち地産地消給
食提供事業』を行いました。
　長いゴボウや太いナガイモを目の前に驚きの声を上げる園児
たち。各園では、ゴボウの天ぷらやナガイモすいとんなど、調
理師たちが腕を振るって料理し、地元食材の魅力を伝えてくれ
ました。
　おいしい十和田の食材に触れ、存分に味わった園児たちは大
満足！十和田の元気な子どもを育みます

十和田産食材でおいしい給食

みんなで来てね★

▶
十
和
田
め
ぐ
み
保
育
園
の
様
子
（
２
月
３
日
）

９ 広報　　　　　　　　2016年（平成28年）３月号



平成 28 年度 健康診査のご案内
　電話または健康診査申込書で保健センターに申し込みしてください。
※健康診査申込書は、40 歳以上の国民健康保険加入者、前年度市の健診を受診したかたなどへ郵送します。 　
　そのほかのかたは、電話で申し込みしてください。
▶申込期間　３月１日㈫～３月28日㈪
▶問い合わせ・申し込み先　保健センター☎516790・516791・516792

2016年（平成28年）３月号　広報 10

種類 検査項目 対象・年齢
（平成 29年３月 31日での年齢）

個人負担金（予定）
集団方式 個別方式

１
特定健康診査

問診、身体計測、血圧
測定、尿検査、医師診
察、採血（血糖・肝機能・
脂質）、心電図検査、貧
血検査、眼底検査

・国民健康保険加入者（40 歳未満も集団
　方式で受診できます）
・40 歳以上の生活保護受給者

無料

後期高齢者
健康診査 後期高齢者医療保険加入者 無料

２ 胃がん検診 胃Ｘ線検査
（バリウム検査）

40 歳以上のかた
（40 歳未満の国民健康保険加入者も、集
団方式で受診できます。）

1,300 円 1,800 円

３ 結核・肺がん検診 胸部Ｘ線検査 400円 実施なし

４ 大腸がん検診 便潜血検査
（２日分の採便） 500円

５ 乳がん検診
（２年に１回）

マンモグラフィ・視
触診（61 歳以下）

40 歳以上で平成 27 年度市が実施した乳
がん検診を受診していない女性
（心臓ペースメーカー装着者、豊胸手術
をされたかたは受診できません。）

1,500 円
実施なし

マンモグラフィ
（62 歳以上） 1,000 円

６ 子宮頸がん検診
（２年に１回） 視診、細胞診 20 歳以上で平成 27 年度市が実施した子

宮頸がん検診を受診していない女性 1,200 円
1,200 円
▶医療機関に
直接申し込み

７ 骨粗しょう症検診 足骨量測定 40・45・50・55・60・65・70 歳の女性 600 円 実施なし

８ 肝炎ウィルス検診（電話申し込み） Ｂ型・Ｃ型 40 歳と 41 歳以上で過去に受診したこと
がないかた 1,200 円

９ 人間ドック
上記 1～ 4の他、腹部
超音波、視力、聴力、
血液追加検査など

・40 歳以上の国民健康保険加入者
・後期高齢者医療保険加入者
・40 歳以上の生活保護受給者

14,000 円
▶実施場所は
市立中央病院

実施なし

個人負担金の免除
　　市民税非課税世帯、生活保護、満70歳以上、無料クーポン券の対象のかたは、一部の健診を除いて個人負
　担金が免除となります。詳しくはお問い合わせください。

子宮頸がん検診（個別方式）
　　個別子宮頸がん検診は、以下の指定医療機関で実施しています。受診を希望されるかたは、直接申し込みして
　ください。

※協会けんぽ、共済組合など、国民健康保険以外の保険に加入している40歳以上の被扶養者（家族）の特定健康診査
　の申し込みは、青森県総合健診センター（☎017-741-2336）へ直接申し込みしてください。

指定医療機関名 電話番号
十和田産婦人科内科クリニック ㉓ 7777
藤井産婦人科医院 ㉒ 5588
市立中央病院（健診センター） ㉓ 5763

　市立中央病院の子宮頸がん検診は、経膣エコー検
査とセットとなり、追加料金があります。
　詳しくは、市立中央病院（健診センター）へお問
い合わせください。



３月の健康カレンダー
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　今年度の高齢者肺炎球菌ワクチン対象者の予
防接種は、3月31日で助成が終了します。対象
期間を過ぎると、全額自己負担になりますので、
希望される対象者は、市内の指定医療機関で接
種を受けましょう。
　また、対象者のご家族やご近所のかたは、予
防接種の確認や高齢者へのお知らせなどにご協
力ください。
◎対象者
　市内に住所のある次の①か②に該当するかた
で、過去に肺炎球菌ワクチン（ニューモバック
スＮＰ）を接種したことがないかた
①平成27年度中に65、70、75、80、85、90、95、
　100歳になるかた
②接種日において60歳以上65歳未満のかたで、
　心臓、腎臓、呼吸器の機能、またはヒト免疫
　不全ウイルスにより、免疫の機能に自己身辺
　の日常生活がほとんど不可能な程度の障害を
　持ち、身体障害者手帳１級相当のかた
◎接種費用
　2,000円（非課税世帯は無料）

問健康増進課健康管理係☎516790

 問健康増進課健康管理係☎516790◉献血のお知らせ
実施予定日 時　間 場　所

４日㈮
10：00～12：00 ＪＡ十和田おいらせ本店
13：30～16：00 十和田東病院

６日㈰
10：00～11：45

イオンスーパーセンター十和田店
13：00～16：00

17日㈭
９：30～11：30 丸井重機建設
13：00～16：00 スーパーカケモ西金崎店

◉各種相談
内容 受付時間 ところ・問い合わせ

◆こころの相談
心の悩み、不眠、飲酒など
気がかりのあるかた、家族

４月６日㈬午後
※４月４日㈪まで要予約 保健センター

問健康増進課
☎516791◆栄養相談

市内在住のかた

18日㈮
９：30～・13：15～
※14日㈪まで要予約

◆療育相談
首すわり・おすわり、歩き始
めが遅い気がするなど発育や
発達について心配のあるお子
さん

16日㈬※要予約
継続のかた
▶９：30～10：30
新規のかた
▶10：30～11：00

上十三保健所
問☎㉓4261

◆Ｂ型・Ｃ型肝炎検査
一般のかた

15日㈫
13：00～14：00
※要予約

◆精神保健福祉相談
心の悩みや病気に関する相談
を希望するかた

16日㈬
13：00～14：00
※要予約

◆女性健康相談
思春期や不妊、更年期障害な
どにお悩みのかた

15日㈫
10：00～10：30

◆エイズに関する相談
一般のかた

15日㈫
13：00～14：00
※要予約

上十三保健所
問☎㉓8450

◉乳幼児健診・母子健康相談
▶問診票・母子健康手帳を持参してください。

内容 受付時間 ところ・問い合わせ
◆４か月児健診
健診日までに満４か月に達す
る乳児

15日㈫
12：00～12：45
※バスタオル持参

保健センター
問健康増進課
☎516792

◆１歳６か月児健診
平成 26 年９月生まれの幼児

９日㈬※歯ブラシ持参
12：00～12：45

◆２歳児発達健診
平成 25 年９月生まれの幼児

10日㈭※歯ブラシ持参
12：00～12：45

◆３歳児健診
平成 24 年９月生まれの幼児

８日㈫
12：00～12：45

◆子どものこころの相談
対象：小・中・高校生

17日㈭14：00～
※10日㈭まで要予約

※２歳児発達健診は２歳６か月児が対象です。
※３歳児健診は３歳６か月児が対象です。
※発熱や感染症治療中のときは、翌月以降に受診してください。
※駐車場は、近隣の有料駐車場をご利用ください。

◉パパ・ママ教室
対象 内容 受付時間 ところ・問い合わせ

妊婦とその
家族（夫・
赤ちゃんの
祖父母）

妊娠・出産・育児
の心構え講座や赤
ちゃんふれあい体
験、調理

３月３日㈭
12：30～13：00
※要予約

保健センター
問健康増進課
☎516792

　あなたには、自分にあったストレス対処法が
ありますか？
　平成23年の市民アンケート調査では、『自分
なりのストレス対処法がある』と答えた人は、
約75％でした。
　日常生活にストレスはあるものですが、たま
りすぎるとうつ病などが生じる場合があります。
自分なりの解消法を見つけましょう。
▶自分にあったストレス解消法（スポーツ・趣
　味）を見つけましょう。
▶疲れを感じたら、早めに休養や睡眠をとるよ
　うに心掛けましょう。
▶毎朝決まった時間に起きましょう。
▶睡眠前のカフェイン、アルコールの摂取を控
　え、安眠できる環境にしましょう。
▶悩みがある時は、ひとりで抱え込まず、家族・
　友人・職場の同僚・専門的な窓口へ相談しま
　しょう。

問健康増進課保健相談係☎516791

ストレスはため過ぎずに
解消しましょう

３月は自殺対策強化月間です

助成期限は３月31日
　接種しましたか？
高齢者肺炎球菌ワクチン



輝
く
女
性
を
応
援
し
ま
す　

パ
ー
ト
Ⅱ

建
設
女
子
は
ス
テ
キ
女
子
★
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編集　十和田市男女共同参画市民情報誌ゆっパル編集
　　　委員　木村奈生美、中野渡明美、深谷淳子
イラスト　中野渡明美
発行　総務課広報男女参画係☎51６７０２

★編集後記

自分が仕事をしていられることは、自分ひとりの頑張
りでは成りたちません。家族と職場のみんなに感謝で
す。 （Ｎ）
元気で働いている女性は、本当にイキイキして、楽し
んで仕事をしていますね。 （Ｆ）

建設業と言えば、以前は男性の仕事のイメージでした
が、女性の社会進出に伴い、女性も力を発揮する場と
なりましたね。 （Ｋ）
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み
ん
な
で
男
女
共
同
参
画
の
輪
を
広
げ
よ
う　

男
女
共
同
参
画
市
民
情
報
誌
ゆ
っ
パ
ル
第
31
号

十和田市男女共同参画市民
情報誌ゆっパル編集委員に
よるコーナーです

「
ゆ
っ
パ
ル
」
の
由
来

　

こ
の
地
方
の
方
言
で
〝
結
ぶ
〞

と
い
う
意
味
の
「
ゆ
っ
ぱ
る
」
と
、

英
語
で
〝
仲
間
・
友
だ
ち
〞
と
い

う
意
味
の
「
パ
ル
」
か
ら
で
き
て
い

ま
す
。
『
一
人
ひ
と
り
の
思
い
が
結

び
つ
い
て
仲
間
を
つ
く
る
』
と
い
う

願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ホットな一句

奈
生
美

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

「さんかく日和」その７
Akemi.N

創業　昭和 48 年　所在地　相坂字高清水 78-455（本社）　
事業　特定建設業・一般貨物自動車運送事業・産業廃棄物処分業（中間処理）
社員　42 人（うち女性７人）

株式会社 みどり  代表取締役　岡田 寛ひろ き紀

（上段左から）
総務課　荻沢美稀さん
総務課　神山ますみさん
運送課　柴田恵理子さん
総務課主任　三浦小夜子さん
土木二課長　栗山務さん
（下段左から）
土木二課　植村房恵さん
代表取締役　岡田寛紀さん
大型ダンプドライバー
　　漆坂サユリさん
総務課長　杉村かつ子さん

インタビューに答えてくれた皆さんインタビューに答えてくれた皆さん

　昨年10月、県は、建設業界で働く女性の職場環境づくりを支援しようと『女性技術者でつく
るネットワーク会議』を設立しました。今回は、その会長でもある植村房恵さんが勤務する㈱
みどりに訪問してお話を聞きました。

　ゆッパル ’s　インタビュー　　ゆッパル ’s　インタビュー　

Ｑ　

建
設
業
界
を
希
望
し
た
理
由
を
教
え

て
く
だ
さ
い
（
以
下
敬
称
略
）

植
村　

昔
か
ら
モ
ノ
作
り
が
好
き
で
、
中

学
校
の
時
に
テ
レ
ビ
番
組
で
青
函
ト
ン
ネ

ル
が
で
き
る
特
集
を
見
て
か
っ
こ
い
い
な

と
思
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。

漆
坂　

小
さ
い
頃
に
、
お
じ
さ
ん
の
ダ
ン

プ
に
乗
せ
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
大
き
な
車

に
憧
れ
て
い
ま
し
た
。
入
社
後
、
会
社
か

ら
助
成
を
し
て
も
ら
い
大
型
免
許
を
取
り

ま
し
た
。

Ｑ　

女
性
が
こ
の
仕
事
を
す
る
利
点
は
？

植
村　

お
じ
さ
ま
た
ち
が
チ
ヤ
ホ
ヤ
し
て

く
れ
ま
す
。
娘
の
よ
う
に
。
（
一
同
笑
）

あ
と
は
、
男
性
が
気
付
き
に
く
い
汚
い
部

分
が
目
に
付
く
と
こ
ろ
か
な
。

杉
村　

漆
坂
さ
ん
は
、
普
段
か
ら
朗
ら
か

に
運
送
業
務
を
し
て
く
れ
て
、
運
送
業
界

の
イ
メ
ー
ジ
を
明
る
く
す
る
存
在
で
す
。

植
村　

配
車
係
の
柴
田
さ
ん
は
、
年
上
の

運
転
手
に
も
関
係
な
く
ビ
リ
ビ
リ
指
示
を

出
し
ま
す
が
、
運
転
手
が
生
き
生
き
と
し

て
、
い
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ　

逆
に
、
不
便
な
こ
と
は
？

植
村
・
漆
坂　

ト
イ
レ
で
す
！

漆
坂　

ト
イ
レ
に
は
、
ま
め
に
行
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
行
き
た
く
な
く
て

も
事
前
に
寄
っ
た
り
、
ル
ー
ト
上
に
ト
イ

レ
が
あ
る
か
の
チ
ェ
ッ
ク
は
欠
か
せ
な
い

で
す
ね
。

植
村　

現
場
で
は
、
み
ん
な
が
快
適
に
使

え
る
よ
う
に
、
ト
イ
レ
は
常
に
き
れ
い
に

し
て
、
環
境
整
備
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　

現
場
で
一
緒
に
働
く
男
性
の
反
応
は

い
か
が
で
す
か
？

栗
山　

今
ま
で
男
し
か
い
な
か
っ
た
現
場

に
女
性
が
入
る
と
、
明
る
く
な
り
ま
す
ね
。

と
に
か
く
明
る
い
植
村
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
け
ど
。

植
村　

重
い
も
の
は
持
っ
て
く
れ
ま
す
。

す
ご
く
気
を
遣
っ
て
く
れ
て
る･･･

ん
で

し
ょ
う
ね
？

栗
山　

遣
っ
て
ま
す
よ
。
（
笑
）

Ｑ　

け
ん
せ
つ
小
町
が
増
え
る
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

植
村　

技
術
を
学
ぶ
女
子
学
生
は
増
え
て

い
る
の
に
、
受
け
入
れ
る
会
社
が
少
な
い

の
が
現
状
。
や
る
気
が
あ
っ
て
長
く
続
け

る
意
思
の
あ
る
女
性
を
雇
用
し
、
女
性
技

術
者
の
妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
に
理
解
を

深
め
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
自
分
も
両
立

に
向
け
て
頑
張
っ
て
、
企
業
側
の
気
持
ち

を
変
え
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

岡
田　

（
植
村
の
よ
う
な
）
先
輩
が
輝
い

て
い
れ
ば
、
そ
の
姿
に
憧
れ
て
、
後
輩
が

続
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
ね
。

Ｑ　

会
社
で
社
員
の
た
め
に
行
っ
て
い
る

取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
か
？

杉
村　

昨
年
は
、
誕
生
日
に
お
花
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
女
性
職
員
は
本
人
の

誕
生
日
に
。
男
性
職
員
に
は
、
側
で
支
え

て
く
れ
て
い
る
女
性
に
。
あ
と
は
、
家
族

が
ど
の
よ
う
に
働
い
て
い
る
か
を
紹
介
す

る
た
め
に
社
内
報
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

働
く
環
境
は
い
か
が
で
す
か
？

三
浦　

入
社
し
て
２
回
出
産
し
て
復
帰
し

ま
し
た
。
長
く
勤
め
ら
れ
る
会
社
で
す
。

柴
田　

昨
年
３
月
に
出
産
し
て
復
帰
し
ま

し
た
。
大
変
な
こ
と
は
多
い
け
ど
、
上
司

が
女
性
な
の
で
相
談
し
や
す
い
で
す
。

荻
沢　

休
暇
取
得
に
も
理
解
が
あ
り
ま
す
。

神
山　

私
は
元
ト
ラ
ガ
ー
ル
で
し
た
が
、

妊
娠
・
出
産
を
機
に
事
務
職
に
替
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
女
性
が
働
く
こ
と
に
理
解

が
あ
る
会
社
だ
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

女
性
が
社
会
で
バ
リ
バ
リ
仕
事
を
す

る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

杉
村　

「
女
性
だ
か
ら
（
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
）
」
と
い
う
先
入
観
は
必
要
な

い
と
我
が
社
の
社
員
を
見
て
い
て
感
じ
ま

す
。
心
強
い
で
す
よ
。

岡
田　

女
性
は
女
性
の
い
い
と
こ
ろ
が
あ

る
し
、
男
性
は
男
性
の
い
い
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
同
じ
仕
事
を
す
る

上
で
役
割
分
担
を
し
て
い
け
ば
相
乗
効
果

で
会
社
も
良
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ　

け
ん
せ
つ
小
町
を
目
指
す
女
子
学
生

へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

植
村　

地
図
に
載
り
、
み
ん
な
が
利
用
す

る
も
の
を
つ
く
る
夢
の
あ
る
仕
事
で
す
。

や
る
気
と
長
く
続
け
る
意
思
が
あ
る
な
ら

ぜ
ひ
飛
び
込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

け
ん
せ
つ
小
町
は
、
モ
ノ
作
り
が
好
き
、

大
き
な
車
を
運
転
し
た
い
と
い
う
、
子
ど

も
の
頃
か
ら
の
夢
を
叶
え
た
純
粋
で
ま
っ

す
ぐ
な
女
性
た
ち
で
し
た
。

　

建
設
業
の
女
性
は
道
端
に
そ
っ
と
咲
く

花
の
よ
う
に
周
囲
を
明
る
く
す
る
存
在
。

み
ど
り
の
中
で
生
き
生
き
と
咲
く
姿
は
、

美
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
女
性
特
有
の
悩
み
を
相

談
で
き
る
頼
れ
る
女
性
が
上
司
に
い
る
こ

と
の
心
強
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
相
談
で
き

る
相
手
が
い
る
こ
と
は
働
き
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
第
一
歩
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

男
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
建
設
業
は

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
建
設

に
女
性
の
柔
ら
か
な
力
が
交
わ
る
こ
と
で
、

そ
の
手
か
ら
造
り
だ
さ
れ
る
私
た
ち
の
ま

ち
も
大
き
く
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

　皆さんは、けんせつ小町（建設業で活躍する女性技術者）・ドボジョ（土木女子）・
トラガール（女性トラックドライバー）といった愛称をご存知ですか？
　今、建設業界では、単なる担い手確保という意味を超えて、産業全体の活力、魅力、
創造力を向上させる女性技術者の雇用や女性が働く環境の改善などを進めています。
“男社会”のイメージの強い建設業。市内の建設業で輝く女性たちをご紹介します。

社
長
！

求
人
に

応
募
が

２
名
し
か

･･･社
長
、

い
い
考
え

が
あ
り
ま

す
よ
。

今
後
ま
す
ま
す

共
働
き
が
増
え

ま
す
よ
ね
。

だ
か
ら
男
性
も

育
休
と
か
取
れ

ま
す
よ
〜
っ
て

ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
ょ
う
！

家
の
こ
と

は
女
性
の

仕
事
だ
ろ

男
性
が

仕
事
だ
け

し
て
い
れ
ば

い
い
っ
て

時
代
で
は･･･

　

そ
う
か
、

女
性
に
だ
け

仕
事
も
育
児
も

家
事
も
押
し
付
け

  

ち
ゃ
ダ
メ
だ
な
。

　

よ
し
！

大
事
な
の
は

仕
事
と
家
庭

の
バ
ラ
ン
ス

だ
な
！

　

は
い
！

イ
ク
ボ
ス
に

な
る
た
め
の

資
料
で
す
！

未
来
図
へ

け
ん
せ
つ
小
町

燃
え
盛
る



三沢市

～上十三・十和田湖広域定住自立圏情報～
みんな

で

出かけ
よう

　上十三・十和田湖広域定住自
立圏圏域のイベント情報をお届
けします♪

出出出かけ出

三沢ほっきまつり

とき　３月13日㈰
午後９時30分～午後２時30分
ところ　三沢漁港市場内
問三沢市漁業協同組合
　☎542202

　ほっきの無料試食会や即売会、
ほっき料理・加工品販売、ほっき
ムキムキ大会など、ほっき貝の魅
力を堪能できるイベントです。

おいらせ町

おいらせ町写真展
　町誕生10周年を記念し、町の自然
や町民の笑顔など、町の魅力を写真
で展示します。クラシックカメラの
展示や、かきぞめ大会の作品展示も
あわせて行います。
とき　開催中～３月９日㈬
　　　午前10時～午後７時
ところ　イオンモール下田
問おいらせ町総務課☎0178562166

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
事
柄
を
取
り

上
げ
、
法
律
の
面
か
ら
弁
護
士
が
解
説
し

ま
す
。
今
回
は
「
行
方
不
明
者
が
い
る
場

合
の
相
続
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
７
７

あ
な
た
の
街
の

法法
律律
相相
談

～第24回～

Ａ
）
通
常
、
相
続
の
手
続
き
は
、
遺
産
分

割
協
議
書
を
作
り
、
相
続
人
全
員
で
判
を

押
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
質
問
の
よ
う
に
、

相
続
人
の
中
に
行
方
不
明
の
人
（
仮
に
弟

Ａ
と
し
ま
す
）
が
い
る
場
合
、
弟
Ａ
を
除

い
て
遺
産
分
割
協
議
書
を
作
成
し
て
も
無

効
で
す
。
土
地
の
登
記
な
ど
は
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
弟
Ａ
の
代
わ
り
に
判
を
押

す
人
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
不

在
者
財
産
管
理
人
」
で
す
。
家
庭
裁
判
所

に
申
し
立
て
、
調
査
の
後
、
家
庭
裁
判
所

が
不
在
者
財
産
管
理
人
を
任
命
し
ま
す

（
以
上
の
手
続
き
に
は
時
間
と
費
用
が
掛

か
り
ま
す
）
。
そ
の
後
、
不
在
者
財
産
管

理
人
も
加
わ
っ
て
、
遺
産
分
割
協
議
書
を

作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
）
父
が
亡
く
な
り
、
相
続
の
手
続
き
を

し
た
い
の
で
す
が
、
兄
弟
３
人
の
う
ち
１

人
が
行
方
不
明
で
す
。

Ｑ
）
こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
方

法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ａ
）
遺
言
書
を
作
成
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

遺
言
書
で
、
弟
Ａ
以
外
の
兄
弟
に
相
続
さ

せ
る
内
容
に
し
て
お
け
ば
、
不
在
者
財
産

管
理
人
や
失
踪
宣
告
の
手
続
き
は
無
用
に

な
り
ま
す
。
遺
言
は
自
筆
で
作
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
定
め
ら
れ
た
形
式
が

あ
り
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
な
い
と
無
効
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
無
効
な
場
合
は
、

結
局
、
不
在
者
財
産
管
理
人
や
失
踪
宣
告

の
手
続
き
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
）
。

そ
こ
で
、
自
筆
で
遺
言
を
作
成
す
る
場
合

に
は
必
ず
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（
文
責
・
弁
護
士　

十
枝
内  

亘
）

弁
護
士
法
人
十
枝
内
総
合
法
律
事
務
所

☎
㉑
４
０
０
５

Ａ
）
行
方
不
明
の
人
の
生
死
が
７
年
間
明

ら
か
で
な
い
と
き
は
「
失
踪
宣
告
」
制
度

を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
失
踪
宣

告
に
よ
り
、
弟
Ａ
は
死
亡
し
た
も
の
と
み

な
さ
れ
、
子
Ｂ
が
相
続
人
と
な
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
子
Ｂ
が
遺
産
分
割
協
議
書

の
作
成
な
ど
相
続
の
手
続
き
を
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
失
踪
宣
告
の
手
続
き
も
、

家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
、
調
査
を
経
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き
も
時
間

と
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。

Ｑ
）
弟
Ａ
は
、
離
婚
し
た
後
、
子
ど
も
１

人
を
残
し
て
行
方
不
明
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
子
Ｂ
を
相
手
に
相
続
の
手
続
き
が
で

き
ま
せ
ん
か
。

親子で本気の理科事件
　日本テレビ「世界一受けたい授
業」でおなじみの松

まつのぶ

延康
しずか

さんによる
実験教室。保護者同伴でご参加くだ
さい。応募多数の場合は抽選です。
とき　３月20日㈰・21日㈪
▶低学年対象　午前10時～11時30分
　「アルギン酸スノードーム」
　（材料費500円／定員50組）
▶高学年対象　午後１時～３時
「科学探偵団～優子さんをさがせ
～」（材料費1,000円／定員26組）
ところ　三沢航空科学館
申し込み　ホームページの
応募フォームまたは
ＦＡＸ507559
問三沢航空科学館☎5077777

三沢ほっきまつり三沢ほっきまつり
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－ 第46回 － 十和田市消防団ラッパ隊

民
を
守
る
に
は
、
消
防
職
員
だ
け
で
な
く
、

消
防
団
の
力
が
絶
対
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
た
火
災
時
に
は
、
消
防
署
の
車
が
駆
け

付
け
る
ま
で
の
消
火
を
担
う
な
ど
、
地
域

の
細
か
な
情
報
を
知
っ
て
い
る
消
防
団
は

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
す

よ
」
と
消
防
団
の
意
義
を
熱
く
語
り
ま
す
。

　

同
隊
が
奏
で
る
ラ
ッ
パ
の
音
は
、
消
防

団
員
の
士
気
を
高
め
、
安
全
・
安
心
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ふ
る
さ
と
の
平

穏
を
祈
る
ラ
ッ
パ
は
、
こ
れ
か
ら
も
響
き

渡
り
ま
す
。

　消防団は、地域の消防防災のリー
ダーとして、平常時・非常時を問わ
ず、地域に密着し、住民の安心と安
全を守るという重要な役割を担って
います。現在、十和田市消防団（角
田弘信団長）の団員は約750人。そ
のうち20人が女性です。
　十和田市消防団ラッパ隊（沢目勝
弘隊長）は、昭和48年に消防団員の
士気高揚を図ることを目的に設立さ
れました。現在隊員は17人。

Ｍ Ｅ Ｍ Ｏ

空高らかに　響け！祈りのラッパ
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１
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
出
初
式
。
官

庁
街
通
り
を
、
消
防
職
員
と
消
防
団
員
合

わ
せ
て
７
４
５
人
と
消
防
車
両
50
台
が
、

ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
さ
っ
そ
う

と
行
進
し
ま
し
た
。

　

同
隊
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
は
15
曲
ほ
ど
。

行
進
曲
や
観
閲
官
の
登
壇
の
時
の
曲
な
ど
、

暗
譜
も
完
璧
で
す
。

　

使
う
楽
器
は
、
ド
・
ミ
・
ソ
の
３
つ
の

音
し
か
出
な
い
信
号
ラ
ッ
パ
と
呼
ば
れ
る

も
の
で
、
音
を
変
え
る
装
置
が
付
い
て
い

な
い
た
め
、
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
に
あ
て
る
唇

の
形
と
圧
力
で
音
を
変
え
ま
す
。

　

結
成
当
初
、
ほ
と
ん
ど
の
隊
員
が
素
人

だ
っ
た
た
め
、
自
衛
隊
に
体
験
入
隊
し
て

猛
特
訓
を
う
け
た
こ
と
も
。
そ
の
成
果
も

あ
り
、
メ
キ
メ
キ
と
腕
を
上
げ
た
同
隊
は
、

昭
和
55
年
、
東
京
都
で
行
わ
れ
た
消
防
百

年
記
念
大
会
へ
出
場
し
、
全
国
の
代
表
と

し
て
演
奏
す
る
と
い
う
偉
業
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。

　

「
私
た
ち
の
ラ
ッ
パ
の
音
で
、
徒
歩
や

車
両
の
行
進
、
儀
式
な
ど
が
遂
行
さ
れ
る

と
充
実
感
と
一
層
の
責
任
を
感
じ
ま
す
」

と
話
す
隊
員
の
皆
さ
ん
。

　

最
近
の
消
防
団
員
数
の
減
少
に
つ
い
て

は
「
若
い
人
に
は
是
非
、
消
防
団
に
入
っ

て
も
ら
い
た
い
。
地
元
に
は
若
い
人
が
い

る
け
れ
ど
、
生
活
が
多
様
化
し
て
い
る
の

で
誘
う
の
が
難
し
い
の
が
現
状
。
地
域
の

つ
な
が
り
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
を
感

じ
ま
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　

「
も
し
大
き
な
災
害
が
起
き
た
ら
、
市

今回お話を伺った沢目隊長（写真右端）と隊員
の皆さん

お問い合わせはお問い合わせは
十和田地域広域事務組合十和田地域広域事務組合
消防本部消防本部
▶警防課消防団係▶警防課消防団係
　☎58０１３０　☎58０１３０
▶総務課防災係▶総務課防災係
　☎51６７０３　☎51６７０３
女性団員とラッパ隊員女性団員とラッパ隊員
大歓迎です！大歓迎です！

消防団員募集
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　十和田湖畔休屋特設イベント会場で、北東北最大級の
雪祭り『十和田湖冬物語 2016』が開催されました。
　２月１日に国立公園指定 80 周年を迎えた十和田湖。
イベント期間中は、家族連れなど多くのかたが訪れ、ラ
イトアップされた乙女の像などの周辺を散策したり、80
周年を記念したイベントや、毎夜打ち上げられる『冬花
火』、子どもたちがそりで滑る『大型すべり台』などを
楽しみました。

雪と光が幻想的に語り合う

十和田湖冬物語 2016

　市現代美術館で、市現代美術館パートナーズが主催の
『がっこう⇔ゲンビおでかけバス』が開催され、西小学
校（高松純一校長）４年生が同館を訪れ、鑑賞と創作の
ワークショップに参加しました。
　児童らは、スタンディング・ウーマン（ロン・ミュエ
ク作）を見上げ、自分の大きさと比べながらじっくりと
鑑賞。その後は、透明の傘にビニールテープを貼るワー
クショップを行い、個性豊かな作品を完成させました。

ゲンビに行こう！

『がっこう⇔ゲンビおでかけバス』出発！

「大きな足だなぁ！僕の４倍はあるよ」と、のぞき込む
児童

２
10

　伝統芸能の歴史と文化の継承を目的に、市民文化セン
ターで『第 26 回十和田市伝統芸能まつり』が開催され、
約 650 人の観衆が訪れました。
　沢田鶏舞保存会や南部駒踊上舘保存会など市内７団体
の他、福島県会津若松市の市指定無形文化財である小松
獅子保存会が招待され、地域で脈々と受け継がれている
多彩な民俗芸能が披露されると、会場からは惜しみない
拍手が送られました。　

いにしえの歴史に思いをはせる

十和田市伝統芸能まつり

小松獅子保存会が旧会津藩に伝わる芸能を披露。春を
呼ぶと言われる優美な舞で観客を魅了しました

　馬事公苑駒っこランドで『駒っこランド雪まつり』が
行われ、たくさんの家族連れらが雪上ゲームなどのイベ
ントを楽しみました。そりで滑った距離を競う『そりす
べり』には 20 人の子どもがエントリー。途中でバラン
スを崩し、距離が伸びない子どもが多く見られる中、小
笠原史織ちゃん（南小１年）が 46 ｍの好記録で優勝。
史織ちゃんは「お父さんのアドバイス通りにやったら上
手に滑れました。楽しかったです」と話しました。

雪と楽しく遊ぼう

駒っこランド雪まつり

チューブに乗った子どもを親が引きタイムを競う『親子
馬力大会』なども行われました

２
14

２
14

市内のイベントを随時発信！
十和田市ブログ駒の里 検索

　市と一般社団法人日本自動車連盟（以下ＪＡＦ・小栗
七
な な お

生会長）が『観光振興に係る連携協定』を締結しました。
　これは、それぞれの持つ資源を有効活用することで観
光客誘致や観光振興に役立てることを目的としたもので、
県内では６例目になります。
　この締結により、市の観光情報などが、ＪＡＦの観光
情報登録システム『ＪＡＦナビ』や、全国で 1,200 万部発
行されている会報誌などで全国へ発信されます。

おすすめドライブコースや旬の情報を紹介

市とＪＡＦが観光振興に係る連携協定
１
25

　東中学校（櫻田良一校長）で、『東中いじめ追放パネ
ルディスカッション大会 2016』が開催されました。
　これは、市教育委員会が、市立小・中学校を対象に、
いじめの未然防止に向け、児童・生徒の自治的活動を促
し、いじめを許さない態度の育成を目的として実施する
『とわだっ子いじめ追放キャンペーン』に関連して、同
校が実施したものです。このキャンペーンは、東中学校
を皮切りに市内の小中学校で行われます。

東中を皮切りにスタート！

とわだっ子いじめ追放キャンペーン

生徒会長の佐藤新
あらた

くん（３年）が『とわだっ子いじめ
追放宣言』の署名を米田教育長へ提出しました

１
28

　市現代美術館で企画展『地霊―呼び覚まされしもの～
東
ひがしかわ

川賞コレクションより～』が始まりました。北海道東
川郡東川町は、『写真の町』を宣言、『写真の町東川賞』
を制定し、30 年以上にわたり国内外の写真作家を表彰し、
その作品を展示、収集しています。
　同展は、東川町の協力を得て、国内外の写真家 20 人
の東川賞受賞作品約 120 点を展示。５月 15 日㈰まで開
催しています。

土地固有の守護精霊『地
ちれい

霊』をテーマに

現代美術館企画展『地霊』始まる

『生と死をつなぐもの』、『土地と暮らし』、儀式がテーマ
の『精霊との交歓』の３部門に分け、展示しています

　市総合体育センターで冬のとわだエンジョイウォーク
が開催され、約 160 人が参加しました。これは、手軽に
できるウォーキングを楽しみながら行うことで、運動習
慣の定着を図ろうと、市が夏に続いて開催したものです。
　参加者は、日常生活に必要な運動機能の低下を予防す
る『ロコトレ体操』を体験後、正しいウォーキングの仕
方の指導を受けながら、ウォーキングをして爽やかな汗
を流しました。

正しいウォーキングで爽快に

冬のとわだエンジョイウォーク開催

冬の屋外でのウォーキングは、寒さが体調に与える影響
もあり、無理をしない程度にすることが大事です

１
30

署名後、締結書を手に握手をする小野大介青森支部長
（写真右）と小山田市長

１
30～

２
５~28

『かまくらBar』ではノンアルコールカクテルや冷えた
体を温めるスープが大好評
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市
・
県
民
税
の
申
告
は
お
早
め
に
！

　

市
・
県
民
税
の
申
告
期
限
は
、
３
月
15

日
㈫
で
す
。
例
年
期
限
間
近
に
な
る
と
会

場
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
告
を

済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
告
に
必
要
な
書
類
は
、
必
ず
整
理
・

集
計
し
、
事
業
所
得
な
ど
の
あ
る
か
た

は
、
収
支
内
訳
書
を
作
成
の
上
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
整
理
・
集
計
・
収
支
内
訳
書

の
作
成
を
し
て
い
な
い
か
た
は
、
整
理
・

集
計
・
収
支
内
訳
書
作
成
後
の
受
け
付
け

と
な
り
ま
す
。

※
３
月
６
日
㈰
は
申
告
相
談
を
受
け
付
け

　

ま
す
。

問
税
務
課
☎
51
６
７
６
６
、
51
６
７
６
７

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

３
月
２
日
に
登
録
す
る
十
和
田
市
選
挙

人
名
簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

３
月
３
日
㈭
〜
７
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

縦
覧
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
51
６
７
７
８

進
学
な
ど
に
よ
り
他
市
町
村
に
居
所
を
移

し
た
か
た
へ
の
お
願
い

　

進
学
な
ど
で
親
元
を
離
れ
て
ア
パ
ー
ト

な
ど
に
居
住
し
て
い
る
学
生
の
住
所
は
、

特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
「
ア
パ
ー
ト
な

ど
の
所
在
地
」
に
あ
る
と
最
高
裁
判
所
の

判
例
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
住
民
登
録
を
十

和
田
市
に
残
し
た
ま
ま
他
市
町
村
で
就
学

し
て
い
る
学
生
は
、
十
和
田
市
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
選
挙
の
投
票
所
入
場

券
が
届
い
て
も
、
十
和
田
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
る
べ
き
で
な
か
っ
た
者
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
、
投
票
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

進
学
な
ど
に
よ
り
他
市
町
村
に
居
所
を

移
し
た
か
た
は
、
必
ず
そ
の
市
町
村
に
転

入
届
を
提
出
し
、
住
民
票
を
移
し
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
51
６
７
７
８

20120166年（平成年（平成2828年）年）３３月号　広報月号　広報 1818

■固定資産の縦覧・閲覧

　土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧と固定資産課税台帳の閲覧により、固定資産税の評価額などを比較ま
たは確認できます。

区　分

縦　覧 閲　覧
　固定資産税の納税者（固定資産税が課税され
ているかた）は、自分の固定資産（土地・家屋）
評価額について、評価が適正であるか、市内の
他の固定資産評価額と比較することができます。

　固定資産税の課税内容を固定資産課税台帳に
より確認することができます。

期　間 ４月１日㈮～５月 31 日㈫
（土・日曜日、祝日を除く）

通年　＊平成 28 年度分は４月１日から
（土・日曜日、祝日および年末年始を除く）

縦覧および閲覧でき
るかた、その際に必
要なもの

※いずれの場合も本人
　確認ができるもの
　（運転免許証など）
　が必要です。

▼固定資産税の納税者本人、同一世帯家族、
　納税管理人

以下のかたは所定のものが必要です

▼法人の代表者または委任状を受けた代理人
　代表者印を押印した申請書または委任状

▼所有者本人、納税管理人

以下のかたは所定のものが必要です

▼法人の代表者または委任状を受けた代理人
　代表者印を押印した申請書または委任状

▼借地人、借家人など
　賃貸借契約書など

▼固定資産の処分をする権利を有するかた
　権利を証明する書類など

備　考
　土地のみ課税されているかたは土地の
み、家屋のみ課税されているかたは家屋の
み縦覧が可能です。

手数料 300 円
※縦覧期間中（４月１日㈮～５月 31 日㈫）
　は無料

受付時間および場所 ▼受付時間　午前８時 30 分～午後４時 30 分　　　 ▼場所　本館１階税務課

問税務課☎51 6768・51 6769
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　平成 27 年１月１日～ 12 月 31 日の間に賃貸借された農地の集計です。賃借料は、著しく低額や高額なも
のを除外しています。賃貸借契約の目安としてご利用ください。

■平成 28年版　十和田市農地賃借料情報のお知らせ 問農業委員会☎51 6740

地　域　名
田 畑

平均額 最高額 最低額 筆数 平均額 最高額 最低額 筆数
大字深持、洞内、大沢田、馬洗場、立崎、八斗沢、豊ケ岡 10,300 15,000 4,400 87 13,200 15,000 9,400 4
住居表示区域、大字三本木、赤沼、切田の一部（向切田）、相坂 9,200 15,300 5,000 145 9,500 10,600 4,800 3
大字切田（向切田を除く）、藤島、伝法寺、大不動、米田、滝沢 9,200 15,000 3,500 81 全件同額につき非公表 3
大字沢田、法量、奥瀬 8,500 14,500 3,500 168 件数少数につき非公表 1
市全体 9,200 15,300 3,500 481 11,000 15,000 4,800 11

（賃借料は円／ 10ａ当たり）

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

　

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
用
品
な
ど
の

負
担
が
困
難
な
保
護
者
に
援
助
し
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児

　

童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、
生
活
保
護
を

　

受
け
て
い
る
か
た
と
そ
れ
に
準
じ
て
生

　

活
が
困
窮
し
て
い
る
か
た

児
童
・
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
学
校

問
教
育
総
務
課
☎
72
２
３
０
５

60
歳
未
満
で
会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
る
か
た
は

  

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す

　

60
歳
未
満
で
会
社
な
ど
を
退
職
さ
れ
る
か
た
や
、
そ
の
か
た
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

配
偶
者
は
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。
保
険
証
を
任
意
継
続
さ
れ
る

か
た
も
国
民
年
金
へ
の
切
り
替
え
が
必
要
で
す
。

問
市
民
課
国
民
年
金
係
☎
51
６
７
５
３

■
60
歳
未
満
で
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と

き
　

会
社
な
ど
を
退
職
す
る
と
本
人
（
第
２

号
被
保
険
者
）
と
配
偶
者
（
第
３
号
被
保

険
者
）
は
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必

要
で
す

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

▼
印
鑑
▼
年
金
手
帳
▼
資
格
喪
失
証
明　

　

書
な
ど

■
加
入
手
続
き
を
し
な
い
、
ま
た
は
未
納

に
し
て
い
る
と

　

国
民
年
金
に
未
加
入
、
ま
た
は
加
入
し

て
い
て
も
保
険
料
を
未
納
に
し
て
い
る
と
、

老
後
に
受
け
取
る
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
減
額
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま

た
万
一
の
と
き
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

他
の
公
的
年
金
へ
す
ぐ
に
加
入
す
る
予

定
で
も
空
白
期
間
が
１
日
で
も
あ
れ
ば
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

■
保
険
料
の
納
付
方
法

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
郵
送
さ
れ
る
納
付
案
内
書
で
、
各
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も　

　

納
付
で
き
ま
す
。

◇
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の　

　

納
付
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

▼
通
帳
▼
銀
行
届
出
印
▼
ク
レ
ジ
ッ
ト　

　

カ
ー
ド
な
ど

※
前
払
い
（
前
納
）
す
る
と
保
険
料
の
割

　

引
が
あ
り
ま
す
。

■
納
付
に
困
っ
た
ら

　

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
と
き
は
、
免

除
制
度
に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
や
離
職
票
を
持

参
の
上
、
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

免
除
が
認
め
ら
れ
る
と
、
年
金
を
受
給

す
る
た
め
の
資
格
期
間
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

①左記ＱＲコードを読み取り、空メールを送信してください。
　※またはanzenjoho@info-towada.jpに空メールを送信
②登録案内メールが届きますので、案内にしたがって登録してくだ
　さい。ドメインやメールアドレスによる受信許可・拒否の設定を
　しているかたは、次のドメイン（info-towada.jp）について受信
　できる状態に設定してください。

★ 登録方法はこちら

十和田市安全・安心メール

駒らん情報めーる駒らん情報めーる に登録しよう！ 問総務課☎51 6703

　駒らん情報めーるは十和田市の地震速報や天気、イベント情報などをタ
イムリーに携帯やパソコンにお届けするメール配信サービスです。登録料
は無料です。（通信料は利用者負担となります）

ＱＲコード



市
営
放
牧
場
へ
の
放
牧
牛
の
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し
込
み

受
け
付
け

と
き　

３
月
17
日
㈭
〜
18
日
㈮

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

市
役
所
新
館
５
階
会
議
室
南
側

持
参
す
る
物　

▽
放
牧
牛
の
登
記
・
登
録

　

証
の
写
し
（
新
た
に
放
牧
す
る
牛
全

　

頭
分
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▽
印
鑑

聞
き
取
り
す
る
内
容　

▽
人
工
授
精
希
望

　

精
液
名
（
１
頭
に
つ
き
２
種
類
ま
で
）

　

▽
妊
娠
牛
の
受
精
月
日
▽
子
牛
の
性

　

別
、
生
年
月
日

問
田
代
牧
野
畜
産
農
業
協
同
組
合

　

☎
72
２
６
９
０

　

農
林
畜
産
課
☎
51
６
７
４
５

奨
学
生
募
集

　

経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
な
か
た
に

学
費
の
一
部
を
お
貸
し
し
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

▼
保
護
者
が
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

　

か
た

▼
高
校
（
高
等
専
門
学
校
を
含
む
）、
大

　

学
、
短
大
に
在
学
し
て
い
る
か
た

※
専
門
学
校
お
よ
び
大
学
院
は
除
く
。

▼
学
費
の
支
払
い
が
困
難
な
か
た

▼
心
身
と
も
に
健
康
で
学
業
成
績
が
優
良

　

な
か
た

募
集
人
員
・
貸
与
額
（
無
利
子
）

▼
高
校
（
高
等
専
門
学
校
）
５
人
程
度　

　

月
額
１
万
５
０
０
０
円
以
内

▼
大
学
・
短
大
15
人
程
度

　

月
額
６
万
４
０
０
０
円
以
内

提
出
書
類　

▼
奨
学
金
貸
与
申
請
書
▼
成

　

績
証
明
書
▼
在
学
証
明
書
▼
保
護
者
世

　

帯
の
住
民
票
謄
本
▼
平
成
26
年
分
所
得

　

証
明
書
（
家
族
全
員
分
）
▼
連
帯
保
証

　

人
２
人
の
印
鑑
証
明
書

※
世
帯
の
状
況
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

提
出
書
類
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
教
育
総
務
課
と
市
役
所
本
館

　

１
階
会
計
係
横
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
備
え
付

　

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

奨
学
生
の
決
定　

選
考
委
員
会
で
審
議
の

　

上
、
教
育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈮
〜
28
日
㈭　
　

問
教
育
総
務
課
☎
72
２
３
０
５

環
境
緑
化
ま
つ
り
参
加
者
募
集

　

緑
と
花
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、「
環
境
緑
化
ま
つ
り
（
４
月
下
旬
か

ら
５
月
上
旬
の
期
間
で
中
央
公
園
緑
地
に

て
開
催
）」
に
参
加
で
き
る
事
業
者
、
団

体
ま
た
は
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

▼
花
や
緑
に
関
す
る
展
示
・
Ｐ
Ｒ
な
ど
が

　

で
き
る
か
た

▼
花
や
緑
を
使
っ
た
教
室
な
ど
を
開
催
で

　

き
る
か
た

受
付
期
間　

３
月
１
日
㈫
〜
22
日
㈫

問
都
市
整
備
建
築
課
☎
51
６
７
３
７
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《お気軽にご相談ください》
弁護士法人　青空と大地　
《青森県弁護士会所属》

弁護士　橋本明広　　弁護士　塩澤将宏
十和田市西三番町１番４２号　ＮＴＴ十和田ビル２階

取扱業務
民事全般、不動産、離婚、相続、成年後見、債務整理、会社関係、刑事
（上記以外の事件も取り扱っています。）
相談料　初回 60分　5,000 円（税別）
（個人の多重債務相談は無料です。）
相談は電話又は来所による予約制です。
☎0176（21）5162（受付時間　平日９時～ 17 時 30 分）
http://www.aozora-daichi.com

統
計
調
査
員
募
集

　

各
種
統
計
調
査
に
お
い
て
、
調
査
票
の

配
布
・
回
収
・
点
検
な
ど
を
行
う
統
計
調

査
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。　

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

▼
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
の
か
た

▼
統
計
調
査
に
関
心
が
あ
り
、
統
計
に
関

　

す
る
研
修
な
ど
に
参
加
で
き
る
か
た

▼
責
任
を
も
っ
て
調
査
事
務
を
遂
行
し
、

　

調
査
で
知
り
得
た
秘
密
を
守
れ
る
か
た

▼
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関
係
の
な

　

い
か
た

▼
暴
力
団
員
そ
の
他
の
反
社
会
的
勢
力
に

　

該
当
し
な
い
か
た

身
分　

調
査
実
施
の
都
度
任
命
さ
れ
る
非

　

常
勤
の
公
務
員

報
酬　

調
査
に
従
事
し
た
場
合
は
、
調
査

　

ご
と
に
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。　

登
録　

応
募
者
を
市
が
審
査
し
、
統
計
調

　

査
員
と
し
て
登
録
し
ま
す
。
そ
の
後
、

　

各
種
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
る
前
に
、

　

市
か
ら
登
録
調
査
員
に
調
査
へ
の
従
事

　

を
依
頼
し
ま
す
。

問
政
策
財
政
課
☎
51
６
７
１
１

　上記①、②に該当した方は過払い金が戻ってくるかもしれません。
貸金業者が倒産する前に、善は急げ！まずはお電話ください。

①大手消費者金融へ５年以上返済を続けている。

借金のご相談 無料　任意整理…１社２万５千円

②金利が 25パーセント前後だった。

ご相談はお電話で
ご予約ください。☎0176-51-4317
http://www.acacia-forest.jp
〒034-0082 青森県十和田市西二番町８-４（十和田市現代美術館駐車場隣）

。

アカシアの森法律事務所 検 索

①大手消費



募集種目 応募資格 受付期間 試験期日 試験場所

予備自衛官補
（一般公募）

平成 28年７月１日現在
18歳以上 34歳未満のかた

１月８日㈮

４月８日㈮
４月 16 日㈯

別途各人に
連絡します

予備自衛官補
（技能公募）

平成 28年７月１日現在
18歳以上で各種国家免許資格等を有するかた
（資格等の詳細はお問い合わせ下さい）

１月８日㈮

４月８日㈮

幹部候補生
（一般・飛行）

平成 28年４月１日現在
22歳以上 26歳（修士課程修了者は 28歳）
未満のかた

３月１日㈫

５月６日㈮

【１次試験】
５月 14 日㈯：筆記試験
５月 15 日㈰：筆記式操縦適性検査
　　　　　　　（飛行要員のみ）

平成 28年度自衛官募集 自衛隊青森地方協力本部三沢募集案内所☎53 1346

十
和
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
に
位
置
付
け
ら
れ
た
公
益
法

人
で
、
高
年
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
し
て

生
き
が
い
を
得
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
知

識
と
経
験
を
生
か
し
て
地
域
社
会
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
組
織
で
す
。

対
象　

原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意

　

欲
の
あ
る
か
た

仕
事　

受
付
事
務
、
筆
耕
・
宛
名
書
き
、

　

施
設
管
理
、
屋
内
外
清
掃
、
庭
木
剪
定
、

　

除
草
・
草
刈
り
、
農
作
業
、
簡
易
な
大  

　

工
仕
事
、
家
事
援
助
、
子
育
て
支
援
な
ど

説
明
会　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

　

時
間
・
場
所
な
ど
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

問
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

☎
㉕
０
２
２
２

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
」　

新
規
取
り
組
み
地
域
の
募
集　

　

高
齢
者
や
協
力
者
が
地
域
の
集
会
所
な

ど
に
集
ま
り
、仲
間
づ
く
り
や
健
康
増
進
、

閉
じ
こ
も
り
防
止
な
ど
を
目
的
と
し
た

「
サ
ロ
ン
」
を
新
規
に
実
施
す
る
地
域
（
町

内
会
や
集
会
所
単
位
な
ど
）
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間　

３
月
７
日
㈪
〜
４
月
７
日
㈭

募
集
地
域
数　

１
地
域
程
度

助
成
額　

年
間
５
万
円

指
定
期
間　

３
年
間

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎
㉓
２
９
９
２

十
和
田
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
員
募
集

対
象
・
活
動
内
容
・
場
所
・
定
員

▼
ド
リ
ー
ム
班　

小
学
３
・
４
年
生
（
科

　

学
工
作
（
動
く
お
も
ち
ゃ
作
り
）
な
ど
）

　

▽
東
公
民
館
15
人
▽
南
公
民
館
25
人

▼
エ
ジ
ソ
ン
班　

小
学
５
年
〜
中
学
３
年

　

生
（
木
工
、
電
気
工
作
、
ロ
ボ
ッ
ト
製

　

作
な
ど
）
▽
南
公
民
館
40
人

活
動
日
時　

主
に
日
曜
日
（
月
２
回
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

申
し
込
み
方
法　

各
学
校
を
通
し
て
配
布

　

さ
れ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

　

し
、
東
公
民
館
か
南
公
民
館
に
提
出
し

　

て
下
さ
い

申
込
期
間　

３
月
19
日
㈯
〜
４
月
３
日
㈰

問
東
公
民
館
☎
㉔
９
０
０
０

　
　

南
公
民
館
☎
㉒
４
４
１
６

十
和
田
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
指
導
補

助
員
募
集

指
導
日　

主
に
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午　

年
４
〜
５
回

報
酬　

１
回
３
５
０
０
円

問
南
公
民
館
☎
㉒
４
４
１
６

21広報　　　　　　　　2016年（平成28年）３月号

【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

〜

〜

〜



現
代
美
術
館

█
特
別
展
「
地
霊
ー
呼
び
覚
ま
さ
れ
し
も

の
」
関
連
イ
ベ
ン
ト

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト　

小
島
一
郎
に
つ
い
て

語
る

　

39
歳
の
若
さ
で
急
逝
し
た
青
森
を
代
表

す
る
写
真
家
小
島
一
郎
の
作
品
に
つ
い
て

語
り
合
い
ま
す
。

ゲ
ス
ト　

高
橋
し
げ
み
（
青
森
県
立
美
術

　

館
学
芸
員
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー　

飯
沢
耕
太
郎

と
き　

４
月
９
日
㈯

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

50
人

※
事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

費
用　

企
画
展
観
覧
チ
ケ
ッ
ト
が
必
要
で

　

す
（
高
校
生
以
下
無
料
）

■
3
月
10
日
㈭
は
市
民
無
料
デ
ー

　

常
設
展
示
が
無
料
で
観
覧
で
き
ま
す
。

免
許
証
や
保
険
証
な
ど
住
所
が
分
か
る
も

の
を
受
け
付
け
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
現
代
美
術
館
☎
⑳
１
１
２
７

ゼ
ル
コ
バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

チ
ェ
ロ
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
フ
ル
ー

ト
、
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
今
回
は
第
15
回
記
念
公

演
と
し
て
、
物
語
の
朗
読
と
演
奏
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
実
施
し
ま
す
。

と
き　

３
月
19
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
開
場　

午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ　

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

出
演
者　

高
橋
幸
男
（
チ
ェ
ロ
）、
石
川

　

泉（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）、藤
原
つ
や
子（
フ

　

ル
ー
ト
）、
今
田
文
子
（
ピ
ア
ノ
）、
澤

　

目
礼
子
（
朗
読
）

問
ス
ポ
ー
ツ
・
生
涯
学
習
課

　

☎
72
２
３
１
３

優
良
運
転
者
表
彰
対
象
者
募
集

対
象　

十
和
田
地
区
安
全
協
会
会
員
で
、

　

無
事
故
・
無
違
反
期
間
が
５
年
か
ら
60

　
年
ま
で
の
運
転
者
（
５
年
ご
と
に
表

　

彰
）

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈭

　
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

必
要
な
も
の　

運
転
免
許
証
、
印
鑑

十
和
田
地
区
交
通
安
全
協
会
ま
た
は

　

各
支
部

問
十
和
田
地
区
交
通
安
全
協
会

　

☎
㉒
０
２
１
３

平
成
28
年
度
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

標
語
募
集

対
象　

小
学
生
以
上
の
か
た

応
募
方
法　

は
が
き
・
電
子
メ
ー
ル

　

▼
標
語
と
必
要
事
項
（
氏
名
と
フ
リ
ガ

　

ナ
、
住
所
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、

　

応
募
部
門
の
別
）
と
ア
ン
ケ
ー
ト
（
何

　

を
見
て
応
募
し
た
の
か
（
回
答
任
意
））

　

を
記
載
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▼
は
が
き
送
付
先　

〒
１
０
０
‐
８
９

　

１
８
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
‐
１

　

‐
３　

国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交  

　

通
管
理
課
標
語
担
当
宛
て

　

▼
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
送
信
先　

　

fureaigekkan-h2x5@
m
lit.go.jp

応
募
期
限　

３
月
31
日
㈭
（
当
日
必
着
）

発
表
方
法　

入
選
作
品
は
、
決
定
次
第
ご

　

本
人
に
直
接
通
知
す
る
と
と
も
に
、
国

　

土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
発
表

　

し
ま
す
。

使
用
方
法　

入
選
作
品
は
「
道
路
ふ
れ
あ

　

い
月
間
」
の
推
進
に
幅
広
く
活
用
さ
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
部
門　

小
学
生
の
部
、中
学
生
の
部
、

　

一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

表
彰　

賞
状
お
よ
び
盾
を
贈
呈
し
ま
す
。

そ
の
他　

応
募
作
品
の
返
却
は
致
し
ま
せ

　

ん
。
入
選
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者
に

　

帰
属
し
ま
す
。

問
国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

　

☎
０
３
・
５
２
５
３
・
８
１
１
１

　
　
（
内
線
３
７
４
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【有料広告欄】　　「広報とわだ」に広告を掲載しませんか。申込先　総務課広報男女参画係☎51 6702

　福祉の里では、看護師、 
介護福祉士、 理学療法士、 
作業療法士などの数多くの
専門職が働いています。
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　市民の皆さんが行う催しの紹介、サークルなどの会員募集のコーナーです。費用費用
の記載がないものは無料の記載がないものは無料です。掲載希望のかたは市ホームページをご覧ください。

改組第二回日本美術展覧
　水彩鉛筆画家蓼

たてない
内康晴氏が書きた

めたＦ 100 号の馬力大会など 12 点の
作品と池坊十和田支部会員のいけば
なを合同で展示します。
とき　３月 25 日㈮～ 27 日㈰
　　　午前９時～午後５時
ところ　市民交流プラザ
問池坊十和田支部・松田☎㉔ 1486

2016「３．８国際女性デー」
を祝うつどい

　「育児休業って誰でもとれるの？」
をテーマに、新藤潤一さんを講師に
迎え、「妻と出会い、補いあって今が
ある」という演題で講演会を行いま
す。
とき　３月５日㈯　午後２時～４時
ところ　市民文化センター
定員　100 人
問Ⅰ女性会議十和田支部☎㉒ 1519

えんげき体験教室
～創造力とあそぼォ～

　演じる楽しさを体験することに
よって新しい自分を発見することが
できるかも。歌やダンスも体験でき
ます。
とき　３月 13 日㈰　午前 10 時～正午
ところ　南公民館
対象　小学２～６年生
持ち物　汗拭きタオル
申込期限　３月 13 日㈰
申し込み方法　電話または当日会場
※動きやすい服装でおいでください。
問市こども劇団事務局・大久保

　　☎ 080‒1834‒5134

きき体体 空手道無料体験教室
　「心と身体を鍛える」ことを目標に、
空手道の動きを楽しく体験できます。
特に当道場では、礼節を重んじ、技術
指導だけでなく、青少年育成に取り組
んでいます。
とき　３月１日㈫～ 29 日㈫
　毎週火・金曜日　午後７時～８時
ところ　相坂講会堂（火曜日）
　　　　志道館（金曜日）
対象　５歳以上
問沖縄空手道剛柔流尚礼会東北本部

　　道場師範・菅野☎㉓ 0933

料体料体東日本大震災追悼イベント
Pray for the EARTH 2016

　「いのちをつなげる～ Life is Beautiful」
をテーマに掲げ、アコースティック
ライブ、ダンス、チャリティーワー
クショップ、被災地グッズ販売など
を行います。
とき　３月 13 日㈰
　　　午前 10 時～午後４時
ところ　市民交流プラザ
問 Pray for the EARTH実行委員会
　・吉田☎ 090‒7566‒9447

災災追追

笑いで免疫力アップ！
「あったか・おでん座」旗揚げ公演
　喜劇「丸山家の一族」。破産寸前の
丸山家に奇跡は起こるのか。2016 年
春、痛快喜劇で市民の皆さんに笑い
をお届けします。
とき　３月 13 日㈰　午前 10 時～
ところ　南公民館
問あったか・おでん座・佐々木
　☎ 090‒5180‒0164



　

＜＞…開始時間

１㈪ ▶和紙ちぎり絵　サークル展～市民文化センター
　（問和紙ちぎり絵の会・今野☎㉒4544）（～30日）

４㈮ ▶おしゃべりサロン「クローバー」<10：00・13：30>
　～保健センター（問傾聴サロンとわだ・黒子☎090-2796-0999）

５㈯ ▶紙しばい倶楽部とわだ<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

６㈰ ▶第54回素人防犯演芸大会<９：30>～市民文化センター
　（前売り1,000円当日1,100円）（問市防犯協会☎516783）

11㈮ ▶３・13重税反対全国統一行動十和田集会<12：30>
　～市民文化センター（問上十三民主商工会☎㉔2456）

12㈯
▶話しのサロン・こころの広場ルピナス<10：00>
　～勤労青少年ホーム（問健康増進課☎516791）（26日も開催）
▶語りの会・こま草「おはなしのゆうびんやさん」<10：30・
　13：30>～市民図書館（問市民図書館☎㉓7808）（26日も開催）

13㈰

▶感謝・英京子　夢の華舞台<11：00>～市民文化センター
　（前売券指定Ａ席2,000円、前売券指定Ｂ席1,500円、前売券　
　自由席1,000円）（問英京子☎090-1061-6904）
▶神ピアノ教室　ピアノおさらい会<14：00>
　～市民文化センター（問神ピアノ教室・神☎090-1498-0951）

18㈮
▶十和田チャーチル会・絵画こう会第23回合同美術展
　<10：00>～市民文化センター
　（問十和田チャーチル会・石田☎㉒1971）（～20日）

19㈯ ▶わっこの会「読み聞かせ」<10：30>～市民図書館
　（問市民図書館☎㉓7808）

27㈰ ▶みゆきピアノ教室　ピアノ発表会<13：00>
　～市民文化センター（問笹森☎090-4556-6602）

３月の市民無料相談

その他の催し

問健康増進課
　☎51 6790休日当番医

６日㈰ のづき内科小児科クリニック☎⑳1880

13日㈰ 清潮会クリニック☎㉕3300

20日㈰ 佐藤内科クリニック☎㉕2888

21日㈪ 阿部クリニック☎㉕1122

27日㈰ 十和田東病院☎㉒5252

内　容 日　時
◆行政相談
行政機関などの業務に対する苦
情、意見、要望などの相談

７日㈪
十和田湖支所同時開催
午後１時～３時

◆人権相談
いじめや差別、家庭内や隣近所と
のもめごとなどの相談

11 日㈮・25 日㈮
午後１時～３時

◆法律相談（定員７人）
相続、離婚、借金などの相談

23 日㈬　午後１時～４時
※ 16 日㈬午前８時 30 分から予約開始

◆司法書士相談（定員４人）
登記、相続、借金などの相談

17 日㈭　午後１時～３時
※ 10 日㈭午前８時 30 分から予約開始

◆不動産相談（定員４人）
不動産の売買、不動産の賃貸借な
どの相談

10 日㈭　
午後１時～３時
※３日㈭までに要予約

◆くらしとお金の相談
多重債務、生活資金などの相談

９日㈬　午前10時～午後４時
※要予約

◆法テラス青森（法律相談）
借金・離婚・労働問題などの相談
※資力基準に該当するかた

８日㈫・22 日㈫　
午後１時～４時
※予約先☎ 050 -3383-5552

◆消費生活相談
悪質商法、架空請求、製品事故な
どの消費生活の相談

毎週月～金曜日
午前８時30分～午後４時30分
※要予約

◆交通事故相談　
交通事故による損害賠償、示談など
の相談

15 日㈫　
※予約先県庁☎ 017 -734-9235

ところ　まちづくり支援課市民相談室
問まちづくり支援課☎51 6777

内　容 日　時

◆市税夜間納付・相談窓口 １日㈫～４日㈮、
28日㈪～ 31日㈭

とき　午後５時 30 分～８時　ところ　収納課
問収納課☎51 6760
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人口と世帯 平成28年１月末現在　※（　）内は前月比

■人口/63,425人（ー19人）男/30,361人（ー９人）女/33,064人（ー10人）
■世帯数/27,257世帯（６世帯）

～今日も無事でいてほしい～
みんなでつくろう 安全・安心なまち

セーフコミュニティ十和田

３月 31日㈭が納期限です
介護保険料随時第１期

自死遺族相談会のご案内
　大切な人を自死で亡くされたかたからの相談を
お受けします。専門のスタッフが対応し、秘密は
守られますので安心してご相談ください。必ず予
約をしてからおいでください。
とき　３月５日㈯　午後１時 30 分～３時 30 分
ところ　八戸駅ユートリー
問青森県立精神保健福祉センター　こころの電話
　☎017‒787‒3957、017‒787‒3958

問青森県弁護士会事務局☎017-777-7285

暮らしとこころの無料法律相談会

　青森県弁護士会では、下記の要領で、多重債務、労働問題、
離婚、ＤＶ、いじめなど生活や心の悩みに関する無料法律
相談に応じます。なお、事前の電話予約が必要となります。

◆とき　　３月 28 日㈪～４月１日㈮
◆ところ　最寄りの地域の法律事務所
◆予約方法　電話で「暮らしとこころの相談希望」とお話
　　　　　しください
◆予約受付電話番号　017-777-7285
◆予約先　青森県弁護士会事務局
◆予約受付期間　３月 22 日㈫～３月 28 日㈪
　　　　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　　　　※土・日曜日、祝日を除きます。
◆相談方法　予約受け付け後、地域の担当弁護士からご連
　　　　　　絡を差し上げ、日程調整のうえ、担当弁護士
　　　　　　の法律事務所にて相談を行います
◆相談料　無料


